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   Avitene (Microfibrillar Collagen Hemostat) is a new absorbable topical hemostatic agent, 

of which action mechanisms are platelet entrapment and activation of platelet clotting 

factors. 

   It was used clinically on 11 patients for bleeding during urological surgery; bleeding 
from renal beds, resectional surfaces of kidney, urethras and floor of the pelvis, prostatic 

capsule and renal pelvis. The patients were 9 males and 2 females aged from 30 to 71 years 

old. 

   Avitene was applied directly to the source of bleeding in a dry condition after the 

treatment of large vessel hemostasis. Pressure was applied to the area, and after 3 to 5 

minutes, the excess of this material was removed. 

   Avitene was sucessful in rapidly controlling bleeding in all the patients. No patient had 

secondary bleeding and complications attributed to the use of this material. 

   This study indicates that Avitene is very effective as a topical hemostatic agent, parti-

cularly in urological surgery. 
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は じ め に

Avitene(MicrofibrillarCollagenHemostat)

は,牛 真皮 より得たコラーゲンを微線維状に調製 した

吸収性の新しい局所止血剤で ある.本 剤の止血機序

は,従 来の局所止血剤と異な り,線 維鎖に血小板を粘

着させ,つ づいておこる放出反応により血小板凝集を

促進するとともに,舳rinogenをfibrinに 変 え止血

栓を形成することに よる1・2)(Fig.1).

Aviteneは 米 国において,従 来の結紮などの 止血

法によっては,止 血が無効もしくは実施不能な手術時

の止血補助剤 として使用されてお り,消 化器外科3～5),

血管外科6),整 形外科7),婦 人科8)な どの各科領域に

おいて広 く使用され,臨 床上の有用性が報告されてい

る.

今回,本 剤を泌尿器科手術に使用し,そ の有用性を

確認したので若干の文献的考察を加えて報告する.

試 験 方 法

1.対 象

1982年2月 ～7月 に当科において泌尿器科手術が施

行された症例のうち,術 中出血のコントロールが困難

な症例で,効 果的な止血法が必要 と考えられる症例を

対象とした.
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Aviteneの 止 血 機 序

出血創への付着
↓

血小板の粘着
↓

血小板の放出反応
↓
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血小板 凝集 によ る止血栓 形成

Fig.1.Av三teneの 止血 機 序

2.使 用方法

術野を可及的に結紮により血管処理した後,出 血面

よりガーゼにて血液を一時的に除去 した うえ,出 血部

位にAviteneを 乾燥状態を保ったまま適当量散布し,

その上より乾燥ガーゼにて用手圧迫を加えた.

3.観 察方法

術前には,血 液凝固機能検査を含む臨床検査をおこ

なった.

Avitene適 用前の出血面の状態を観察した.Avi-

tene適 用後,止 血効果を次の基準により判定した.

著効……止血効果が顕著に認められたもの

有効……止血効果があきらかに認められたもの

不明……止血は達成されたものの薬剤の効果に よる

ものかどうか不明なもの

無効……止血できなかったもの

さらにAvitene使 用後,二 次出血の有無を観察す

るとともに,全 身状態の観察および臨床検査をおこな

い,本 剤の使用にともなう副作用の発現の有無につい

て検討 した.

結 果

Aviteneを 使 用 した 症 例 は 男 性9例,女 性2例,

計11例 で,年 齢は30～71歳 であった.

症例の内訳は,腎 腫瘍2例,腎 結石4例,膀 胱癌2

例,水 腎症を ともなった重複腎孟尿管,前 立腺肥大症

および腎移植後拒絶反応が,各1例 であった.

Aviteneの 適用部位は,腎 摘部5例,腎 実質切離

面2例,尿 道断端部および骨盤底部2例,前 立腺被膜

部及び腎孟部各1例 であった(Table1).こ れ ら適用

部位別の代表例について,Aviteneの 使用経験を述

ぺる.

腎移植後の慢性拒絶反応の症例(No.4)で は,移

植腎の摘出が施行され,こ の腎摘出部の出血に対 して

Aviteneを 使用 した.本 症例は,免 疫抑制剤による

と思われる肝機能障害を合併 してお り,ま た血液透析

も実施していたため,PT,PTTの 軽度の延長がみ

られ,出 血時間も10分 以上で,術 中の大量出血が予想

された.手 術時,腎 は腹膜 と強 く癒着 してお り,腎 被

膜の剥離が困難なため,被 膜下か ら剥離 し腎茎に達 し,

腎摘出をおこなった.腎 摘部および腎被膜 より強い出

血がみられたが,こ れ らにAviteneを5分 間圧着 し

たところ,良 好なる止血効果が得 られた.

左腎 結石との診 断で 腎切 石術を施行 された症 例

(No.8)で は,切 開した腎実質の主な動脈性出血を

結紮にて止血処置したが,一 部に湧き出るような出血

がみられたためAviteneに て 止血をおこなった。止

血後,創 面を生食水にて洗浄しAviteneを 除去 した

後縫合した.洗 浄操作に よる再出血 もみられず,本 症

例ではAviteneに よる止血効果が著効 とされた.

膀胱腫瘍の症例(No.9,10)で は,TotalCyste-

ctomy後 の尿道断端部およびRetzius腔 の静脈叢の

Table1.Avitene使 用 症 例

No.年 齢 性 診 断 名 手 術 法 出血部位 出血状況Aviteneの 止血効果 備 考

170男 左 腎 腫 瘍 左

251女 左 腎 結 石 左

340

430

558

646

742

848

959

1071

ll65

男 右 腎 結 石 右

男 麗 難 反応 移

左男 左 腎 腫 瘍
リ

腎

腎

腎

摘

摘

摘

植 腎 摘

術 腎 摘 部 にじみ出る 有

術 腎 摘 部 にじみ出る 有

術 腎 摘 部 にじみ出る 有

術 腎 摘 部 湧 き 出 る 有

ン 箕 節 鑑 青 術

男 左 腎 結 石 大 腎 孟 切 石 術

女劉 騨 建左腎部

男 左 腎 結 石 左 腎 切 石 術 腎

膀胱尿道全摘 ・骨盤 リンパ男 膀 胱 癌
節郭清 ・回腸導管造設術 骨

膀胱全摘 ・りンパ節郭清 ・男 膀 胱 癌

回腸導管造設術

男 前立腺肥大症 開 放 性 前 立 腺 摘 除 術

腎 摘 部 湧 き 出 る 有

腎 孟 部 湧 き 出 る 有

分 切 除 術 腎 実 質 湧き出る 有

実 質 湧 き 出 る 著

尿道断端部
盤 壁

尿道断端部
骨 盤 底 部

前立腺被膜部

にじみ出る 有

にじみ出る 有

にじみ出る 有

効

効

効

血液透析効
術前肝陣害

効

効

効

効

効

効

効
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出血を通常の縫合結紮に加えてAviteneを 併用して

止血 した.両 症例 とも,充 分なる止血効果が得 られ,

従来の方法に比 して手術時間の短縮がみられた.

前立腺肥大症の症例(No.11)で は,OpenPros-

tatectomyを 施行した後の前立腺被膜部よりの静脈

性出血に対 してAviteneを 使用したが,3分 間の圧

迫で完全な止血が得られた.

全例に おいて本剤の使用量は1～2gで あ り,止 血

に要した時間は3～5分 間であった.

全体の止血効果についてみると,全 例で充分な止血

効果が確認され,内1例 が著効,10例 が有効と判定さ

れ,無 効な症例はみ られなか った.

術 後の観察において,Avitene使 用部位 より二次

出血は認められず,本 剤使用に起因すると考えられる

合併症や,免 疫反応 ・感染を疑わぜる発熱などもみら

れなかった.

術後の検査成績では,白 血球数の著明な変動をみた

のは,腎 切石術を施行した1例 で,術 前5,400/mm3

が術後1週 問目には16,500/mm3と 増加をみたが,

その後正常に復 した.重 複腎孟尿管の診断にて腎部分

切除術をおこなった1例 で術後GOT,GPTの 上昇

をみたが,他 剤の併用 もあることより,本 剤使用 との

因果関係はあきらかでなかった.

考 察

従来 より局所止血剤としてはOxycel,Surgicel,

Gelfoam,Thrombinな どが臨床上用いられている.

最近開発された,局 所止血剤Aviteneは 牛真皮より

得た微線維性コラーゲン止血剤で,コ ラーゲン本来の

血小板凝集能 ・粘着能を保持 している「・2).米 国にお

いて実施された動物実験9・10)および臨床試験3"-8)によ

ると従来の局所止血剤に比べて優れた効果を示してお

り,有 用な止血剤であるとの報告も多い.

泌尿器科領域においても腎損傷例!1),前 立腺摘除術

例12)で の報告がある.

われわれの症例でも全例3～5分 間で充分な止血効

果が得 られた.腎 部分切除術症例では,腎 切離面に直

接適用し,約3分 間圧着す ることにより止血効果が得

られ,そ の後の縫合が,容 易におこなわれた.膀 胱全

摘術施行症例では,尿 道断端部よりの出血に対 しAvi-

teneを ガーゼ上に 散布し圧着をおこなったが,従 来

の止血法よりも止血が容易で手術時間の短縮が得られ

た,そ の他の症例においても本剤の使用により,良 好

な止血効果が認められ,術 後の観察においても特記す

べき副作用もみられなかったことより,Aviteneの

有用性が確認された.
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本剤は異種タンパ ク製剤であ り,免 疫反応をひきお

こす可能性があるが,臨 床的に問題になることはない

と報告されている7・8).自験例でも,臨 床上あきらか

なアレルギー反応を疑わせる所見は認めなかった.
-今
回,わ れわれの経験した症例では術後感染症を合

併 した症例はなかった.本 剤の使用にあたっては,余

剰分のAviteneを 止血後可能なかぎり除去するよう

に心がけたが,一 部組織内に残存したと思われる症例

でも感染の合併はみなかった.実 験的に本剤を組織内

に残存させた場合にも,有 意な感染の増加をみなかっ

たと報告されている。いっぼう,創 が汚染されている

場合に,Aviteneを 使用すると従来の局所止血剤と

同様に感染を助長するとの報告があるため13),感 染創

に対しての使用は充分注意すべきであろう.

また,皮 膚創縁に使用すると癒合を妨げることがあ

るので,皮 膚切開部の閉鎖時には使用しないという注

意 も必要である.

尿路内に直接使用した症例は1例 であったが,結 石

形成はみられなかった.動 物実験においては,結 石形

成を認めなかったという報告14)が あるが,尿 路内へ

直接使用す る場合は異物量が最少限になるように配慮

すべきと考える.

Chungは 本剤使用 に よって急性腹膜線維症を惹起

した1例 を報告してお り,腎 孟尿管の閉塞の生 じない

部位に用いるべきと述べている15).

最近 では,血 管塞栓物質としてTranscatheter

emboiizationへ の使用も試みられている16).

ま と め

泌尿器科領域の手術時の出血に対して,局 所止血剤

Aviteneを 使用 し,止 血効果を検討した.

本剤を使用した全例において充分なる止血効果が得

られた。一部の症例において,本 剤の使用により,手

術時間の短縮や,そ の後の手術操作の簡便化がみられ

た.

本剤使用にともなう副作用や合併症は認められなか

った.

以上の成績 より,本 剤は,安 全性も高く,泌 尿器科

手術の 手術時の 出血に 対して 有用な薬剤と考えられ

た.
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